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に関する pop PK の報告は血中と母乳中の濃度を使用したものであり，採血という侵襲
的な処置を伴うものであった．2011 年にトロント小児病院から選択的セロトニン再取り
込み阻害薬(SSRI)の一種である fluoxetine (FX)の pop PK モデルが血中と母乳中の濃度を











本研究では，以前に血中，母乳中双方の濃度を用いて pop PK モデルを構築した 25 人の
FX 内服中の母の母乳のみの濃度データを用いた．このデータから母乳中の FX，NFX の
濃度を推定する pop PK モデルを作成した．最終モデルの妥当性は，内部データを用い
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全ての解析は，Non-linear Mixed Effective Model (NONMEM) version 7.2 (ICON 




母乳中の FX の経時的な濃度推移は 1 コンパートメントモデルで，NFX は変換係数を用
いてモデルを構築できた(Tanoshima et al., 2014)． 
 モデルの妥当性を評価する Bootstrap, visual predictive check (VPC)では，モデルの妥当
性が内部データ，外部データ双方から示された．FX, NFX の sRID はそれぞれ 0.028, 
0.029 であった．FX の sRID の 99 パーセンタイル値は 0.083(8.3%)であり，ほとんどの
乳児において FX の sRID(つまり暴露量)は安全域とされる 10％以下である事が示された．
NFX の乳児の sRID の 99 パーセンタイル値は 0.15 であった．FX と NFX を合計した場合




今回の研究で，母乳のみの濃度を用いて FX と，その代謝産物である NFX の濃度とパラ
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